
店の中では、スノーブロッ
クやお花ビーズをアイスに
見立てて、カップに入れて

いました。
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アイス屋さんごっこ

　子ども達は身近にあるものを見立てて遊ぶのが得意！
そこで、部屋にいろんな使い方ができる素材や道具を少しずつ増やし
ていっています。その中で、ヨーグルトカップに目をつけた子ども
達。たくさん並べると…。

「アイス屋さんだよ～
　　　　　　先生何がいい？」
「チョコアイスくださーい」
「いいよ～どうぞ～」

カラー積み木の隙間がお店のカウンターに
なりこんなやりとりが始まりました。

アイス

できたよ
～子ども同士がやり取りで

きるカウンターを作った
ら遊びが広がるかな？

机を置いてみると… カップを
並べたり…



「何がいいですか？」
「アイスください」

「ありがとう」

「チョコ」
「どうぞ」

食べる仕草が
かわいい
ですね！

机をふきふき

お店でいろんな店員さん
の姿を目にしているので
しょうね。

こんなやりとりも
でてきました



こちらでは…

ホテルごっこしてるよ

どんな楽しい時間でも、
最後にはこの問題が
　　　　　　つきもの…
　それがお片付け…

子ども達の遊びなのかもしれませんが、片付けになるとわざと
散らばらせて、片付けが大変になってしまうことも…。この日は
Yちゃんが途中で「疲れた～」と。そこでみんなで「どうやって片付
けたらいいかな～？」とYちゃんのつぶやきを共有してみました。
すると、お皿にバラバラになったおもちゃを載せて運んでくれたり
とスピードUP。たくさんの友達が力を貸してくれましたよ。
楽しい時間の後の一仕事。これからも繰り返し伝えていきたいと
思います。

ささっちゃった！

そして…

くまちゃんも
お客さん


